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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第８期
第２四半期
累計期間

第９期
第２四半期
累計期間

第８期
第２四半期
会計期間

第９期
第２四半期
会計期間

第８期

会計期間

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成23年
    ３月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成23年
    ６月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成23年
    ２月28日

売上高 (千円) 1,463,9691,932,718752,180 942,3643,173,191

経常利益 (千円) 30,642 149,296 13,998 59,230 108,810

四半期(当期)純利益 (千円) 68,524 144,125 68,226 58,356 144,812

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 232,825 232,825 232,825

発行済株式総数 (株) ― ― 19,700 19,700 19,700

純資産額 (千円) ― ― 168,732 389,146 245,021

総資産額 (千円) ― ― 538,905 919,904 825,675

１株当たり純資産額 (円) ― ― 8,565.1019,753.6212,437.62

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3,478.387,316.003,463.262,962.277,350.90

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 31.31 42.30 29.68

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △117,227 199,228 ― ― 110,542

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △19,350 △31,686 ― ― △58,530

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 68,717 △38,290 ― ― 30,427

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 167,423 446,975 317,723

従業員数 (名) ― ― 55 58 58

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

    ２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

    ３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、新株予約権が存在しますが、希薄化効果を有しない

ため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 58(125)

(注)１　従業員数は、就業人員であります。 

　　２　従業員数欄の外書は、臨時従業員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメント 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

中古バイク事業 391,480 ―

ゲオショップ事業 165,715 ―

合計 557,196 ―

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

　

(2) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメント 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

中古バイク事業 637,330 ―

ゲオショップ事業 305,033 ―

合計 942,364 ―

(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先

前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱ビーディーエス 639,100 85.0 497,107 52.8

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成23年8月22日開催の取締役会において、コンシダレット株式会社が運営するゲオショップ

ＦＣ店の一部を譲り受ける事業譲渡契約について決議を行い、同日付で事業譲渡契約を締結しておりま

す。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により、依然として厳しい状況にあ

り、企業収益及び設備投資のいずれも鈍化しております。また、完全失業率は高水準で推移しており、雇用

情勢は厳しいものとなっております。

当社においては、中古バイク事業では、インターネットにおけるプロモーション活動並びに株式会社ゲ
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オの運営するゲオショップにおけるプロモーションに継続して取り組んでおります。また、ゲオショップ

事業においては、平成22年12月以降、引き続きゲオショップ４店舗を運営しております。

当第２四半期会計期間の売上高は942百万円(前年同期比25.3％増)、営業利益は55百万円(前年同期比

260.8％増)、経常利益は59百万円(前年同期比323.1％増)、四半期純利益は58百万円(前年同期比14.5％

減)となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

＜中古バイク事業＞

中古バイク事業では、４月以降の査定、買取需要は大型車、高価格車を中心に前年に比べ減少し、買取台

数は2,791台(前年同期比17.6％減)となり、販売台数は買取台数の対前年同期比の減少に連動し、2,748台

(前年同期比16.4％減)となっております。

買取台数減少への対策として、買取１台当たりの広告コストが比較的高く、その性質上同時査定が多い

ために無理な出張査定の予定組みが増え、人件費や交通費等の高騰を招く一括査定サイト経由の買取台

数比率を下げるようにコントロールし、その一方で他社と競合しない広告媒体であるゲオショップから

の顧客誘導に注力し、その比率を高めており、買取りに係る経費の削減に成功しております。

また、買い取った車両を次のユーザーに直接販売するゲオバイクダイレクトによる販売台数が順調に

伸びたことや、業者間オークションが活況であったことにより、粗利単価は上昇いたしました。

その結果、売上高は637百万円、営業利益は47百万円となりました。

＜ゲオショップ事業＞

ゲオショップ事業では、各種メディアのレンタル売上及び中古のゲーム機器、ゲームソフトなどのリサ

イクル売上について、いずれも順調に推移しました。その結果、売上高は305百万円、営業利益は７百万円

となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期会計期間末において、総資産は919百万円となり、第１四半期会計期間末と比較して61百

万円増加しております。これは主として、現金及び預金が49百万円、売掛金が16百万円増加しております。

　

(負債)

当第２四半期会計期間末において、負債は530百万円となり、第１四半期会計期間末と比較して２百万

円増加しております。これは主として、買掛金が16百万円、未払費用が10百万円増加する一方、長期借入金

14百万円、長期未払金14百万円減少しております。

 

(純資産)

当第２四半期会計期間末において、純資産は389百万円となり、第１四半期会計期間末と比較して58百

万円増加しております。四半期純利益58百万円を計上しております。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、446百万円とな

り、第１四半期会計期間末から49百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以

下の通りであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は78百万円(前年同期は支出した資金48百万円)となりました。これは主

として、税引前四半期純利益59百万円、仕入債務の増加による増加額16百万円によるものです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、支出した資金は14百万円(前年同期は同14百万円)となりました。これは、前事業年度

におけるゲオショップ事業の譲受けに係る支出14百万円によるものです。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、支出した資金は14百万円(前年同期は同13百万円)となりました。これは金融機関から

の長期借入金の返済による支出14百万円によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更並びに新た

に生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 78,800

計 78,800

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,700 19,700
名古屋証券取引所
(セントレックス)

単元株制度を採用しておりませ
ん。

計 19,700 19,700 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおり

であります。

第１回新株予約権(平成16年12月28日定時株主総会決議)

　
第２四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数 146(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 146(注)２、３

新株予約権の行使時の払込金額 63,366(注)４

新株予約権の行使期間 平成19年１月１日から平成26年11月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格　63,366
資本組入額31,683

新株予約権の行使の条件 (注)５

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、担保権の設定及び質入等一切の処
分を行うことができない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会における新株発行予定数から退職等による権利消滅分を減

じた数となります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整するものとします。ただし、かかる調整は、新

株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果

生じる1株未満の端数については、これを切り捨てるものとします。

    調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率
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    また、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予

約権が承継される場合、当社は必要と認める株式の数の調整を行います。

４　新株予約権１個当たりの払込をすべき金額は、次により決定される１株当たりの払込価額(以下、「行使価額」

という。)に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた金額とします。

    当初の行使価額は１株につき金79,000円とします。

    なお、当社が行使価額を下回る払込価額で新株の発行または自己株式の処分をするときは、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げます。

 
 

調整後
行使価額

 
＝
既発行
株式数 ×

調整前
行使価額 ＋

新規発行または
処分株式数 ×

１株当たり払込価額
または処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数

 
    上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とします。

    また、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げま

す。

 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　　さらに、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予

約権が承継される場合、当社は必要と認める株式の行使価額の調整を行います。

５　新株予約権の行使の条件

  ①　新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権者において、これを行使することを要します。

  ②　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、監査役または従業員のいずれかの地

位にあることを要します。

  ③　新株予約権者は、当社株式が日本国内の証券取引所に上場した日より１年が経過するまでは権利を行使でき

ません。

  ④　その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する契約に定めるところによります。
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  第２回新株予約権(平成18年１月27日定時株主総会決議)

　
第２四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数 83(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 83(注)２、３

新株予約権の行使時の払込金額 202,043(注)４

新株予約権の行使期間 平成20年２月１日から平成27年１月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格　202,043
資本組入額101,022

新株予約権の行使の条件 (注)５

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、担保権の設定及び質入等一切の処
分を行うことができない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会における新株発行予定数から退職等のよる権利消滅分を減

じた数となります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整するものとします。ただし、かかる調整は、新

株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果

生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとします。

    調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

    また、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予

約権が承継される場合、当社は必要と認める株式の数の調整を行います

４　新株予約権１個当たりの払込をすべき金額は、次により決定される１株当たりの払込価額(以下、「行使価額」

という。)に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた金額とします。

　  当初の行使価額は１株につき金202,043円とします。

    なお、当社が行使価額を下回る払込価額で新株の発行または自己株式の処分をするときは、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げます。

 
調整後  
行使価額

 
＝

既 発 行
株式数

×
調整前  
行使価額

＋
新規発行また
は処分株式数

×
１株当たり払込価
額または処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数

    上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とします。

    また、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げま

す。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

    さらに、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株

予約権が承継される場合、当社は必要と認める株式の行使価額の調整を行います。

５　新株予約権の行使の条件

  ①　新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権者において、これを行使することを要します。

②　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、監査役または従業員のいずれかの地

位にあることを要します。ただし、任期満了による退任、従業員の定年退職その他取締役会が正当な理由が

あると認めた場合には、この限りでないものとします。

③　その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する契約に定めるところによります。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

― 19,700 ― 232,825 ― 260,535

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

NEWTONE INVEETMENT LIMITED(日
本における代表者　岩垣　伸哉)

SuiteC,6/F,Cameron Plaza,23-25A Cameron
Road, Tsim Sha Tsui, Kowloon, Hong
Kong(東京都中央区湊３丁目８－１)

6,500 32.99

正渡　康弘 東京都大田区 4,480 22.74

吉岡　義治 千葉県市川市 2,000 10.15

後藤　延樹 大阪府大阪市中央区 782 3.96

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 669 3.39

株式会社ゲオ 愛知県春日井市如意本町５丁目11-３ 500 2.53

山田　浩司 千葉県柏市 425 2.15

木下　小百合 愛知県名古屋市昭和区 401 2.03

齋藤　文男 東京都中央区 400 2.03

浅井　千香子 愛知県名古屋市南区 309 1.56

計 ― 16,466 83.58
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,700 19,700 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 19,700 ― ―

総株主の議決権 ― 19,700 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 26,50041,50027,00042,70041,90037,850

最低(円) 14,50026,50024,50022,50032,50029,000

(注)  株価は、名古屋証券取引所市場(セントレックス)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成　23年３月１日か

ら平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成22年６月１日か

ら平成22年８月31日まで)及び前第２四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法人

コスモスにより四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 446,975 317,723

売掛金 41,121 21,890

商品 255,007 286,431

その他 31,898 35,536

流動資産合計 775,004 661,582

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 91,732 91,732

減価償却累計額 △39,152 △33,230

建物附属設備（純額） 52,579 58,502

その他 32,914 31,681

減価償却累計額 △18,871 △17,165

その他（純額） 14,042 14,515

有形固定資産合計 66,622 73,017

無形固定資産 58,215 67,119

投資その他の資産 20,061 23,955

固定資産合計 144,899 164,092

資産合計 919,904 825,675

負債の部

流動負債

買掛金 54,578 62,328

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 56,530 56,580

未払金 94,491 94,464

未払法人税等 4,388 5,200

その他 70,093 43,248

流動負債合計 300,081 281,822

固定負債

社債 60,000 70,000

長期借入金 96,219 124,459

長期未払金 74,457 104,372

固定負債合計 230,676 298,831

負債合計 530,757 580,654

純資産の部

株主資本

資本金 232,825 232,825

資本剰余金 260,535 260,535

利益剰余金 △104,213 △248,338

株主資本合計 389,146 245,021

純資産合計 389,146 245,021

負債純資産合計 919,904 825,675
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 1,463,969 1,932,718

売上原価 977,341 1,144,842

売上総利益 486,627 787,875

販売費及び一般管理費 ※
 450,841

※
 644,585

営業利益 35,785 143,290

営業外収益

受取手数料 1,047 1,144

受取保険金 － 2,457

協賛金収入 － 2,684

助成金収入 － 1,000

雑収入 102 1,773

その他 67 45

営業外収益合計 1,217 9,105

営業外費用

支払利息 2,723 2,136

社債利息 773 757

社債発行費 2,609 －

その他 254 205

営業外費用合計 6,360 3,099

経常利益 30,642 149,296

特別利益

新株予約権戻入益 54,908 －

特別利益合計 54,908 －

特別損失

有形固定資産除却損 15,713 －

災害による損失 － 428

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,003

特別損失合計 15,713 3,432

税引前四半期純利益 69,837 145,863

法人税、住民税及び事業税 1,312 1,738

法人税等合計 1,312 1,738

四半期純利益 68,524 144,125
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 752,180 942,364

売上原価 511,932 564,581

売上総利益 240,247 377,782

販売費及び一般管理費 ※
 224,990

※
 322,733

営業利益 15,257 55,048

営業外収益

受取手数料 541 584

受取保険金 － 1,527

協賛金収入 － 1,502

助成金収入 － 1,000

雑収入 20 949

その他 65 41

営業外収益合計 628 5,606

営業外費用

支払利息 1,402 1,030

社債利息 461 370

その他 23 24

営業外費用合計 1,887 1,425

経常利益 13,998 59,230

特別利益

新株予約権戻入益 54,908 －

特別利益合計 54,908 －

特別損失

有形固定資産除却損 33 －

特別損失合計 33 －

税引前四半期純利益 68,873 59,230

法人税、住民税及び事業税 647 873

法人税等合計 647 873

四半期純利益 68,226 58,356
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 69,837 145,863

減価償却費 6,733 10,272

のれん償却額 － 6,259

支払利息 2,723 2,136

社債利息 773 757

社債発行費 2,609 －

有形固定資産除却損 15,713 －

災害損失 － 428

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,003

新株予約権戻入益 △54,908 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,893 △19,231

たな卸資産の増減額（△は増加） △162,562 30,358

仕入債務の増減額（△は減少） △2,110 △7,750

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,532 4,515

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,355 26,904

その他 983 1,466

小計 △110,425 204,984

利息の支払額 △3,691 △2,867

その他の支出 △660 －

法人税等の支払額 △2,450 △2,888

営業活動によるキャッシュ・フロー △117,227 199,228

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △21,972 △1,233

差入保証金の差入による支出 △4,950 △600

差入保証金の回収による収入 7,571 62

事業譲受による支出 － △29,915

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,350 △31,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 －

短期借入金の返済による支出 △100,000 －

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △28,673 △28,290

社債の発行による収入 97,390 －

社債の償還による支出 － △10,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,717 △38,290

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △67,860 129,252

現金及び現金同等物の期首残高 235,284 317,723

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 167,423

※
 446,975
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企

業会計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年

３月31日)を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益は、ぞ

れぞれ576千円、税引前四半期純利益は3,579千円減少しております。

　
【表示方法の変更】

該当事項はありません。

　
【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

　
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末
(平成23年２月28日)

― ―

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費　　 60,847千円

給与手当　　  108,713千円

減価償却費　　  6,733千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　

　次のとおりであります。

広告宣伝費　　 57,133千円

給与手当　　  183,983千円

減価償却費　　 10,272千円

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費　　27,835千円

給与手当　　  54,080千円

減価償却費　　 3,880千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費　　26,661千円

給与手当　　  92,579千円

減価償却費　　 5,142千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
現金及び預金 167,423千円

現金及び現金同等物 167,423千円

※  現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
現金及び預金 446,975千円

現金及び現金同等物 446,975千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成23年８月31日)及び当第２四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平

成23年８月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 19,700

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) ―

　

３．新株予約権の四半期会計期間末残高等

ストック・オプションとしての新株予約権

会社名
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数
(株)

当第２四半期
会計期間末残高
(千円)

提出会社 ― ― ―

　

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社は、事業別のセグメントから構成されており、「中古バイク事業」及び「ゲオショップ事業」の２

つを報告セグメントとしております。「中古バイク事業」は、中古バイクの買取・販売を行っており、

「ゲオショップ事業」は、株式会社ゲオが展開する「ゲオ」のフランチャイジーとして店舗運営を行っ

ております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期　　損
益計算書　　
計上額中古バイク

事業
ゲオショッ
プ事業

計

  売上高 1,312,844619,8741,932,718― 1,932,718

　セグメント利益 116,39226,897143,290 ― 143,290

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益との調整を行っております。

　

当第２四半期会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期　　損
益計算書　　
計上額中古バイク

事業
ゲオショッ
プ事業

計

  売上高 637,330305,033942,364 ― 942,364

　セグメント利益 47,6467,40255,048 ― 55,048

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益との調整を行っております。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
(追加情報)　

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。　
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(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動は認

められません。

　

(有価証券関係)

有価証券を保有しておりませんので、該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、当事業年度の期首と比較して著しい変動

は認められません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末
(平成23年２月28日)

１株当たり純資産 19,753円62銭

　 　
　

１株当たり純資産 12,437円62銭

　 　
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末
(平成23年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 389,146 245,021

普通株式に係る純資産額(千円) 389,146 245,021

普通株式の発行済株式数(株) 19,700 19,700

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株)

19,700 19,700

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

　

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3,478円38銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―円
　

１株当たり四半期純利益金額 7,316円00銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

　　２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 68,524 144,125

普通株式に係る四半期純利益(千円) 68,524 144,125

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 19,700 19,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3,463円26銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―円
　

１株当たり四半期純利益金額 2,962円27銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 68,226 58,356

普通株式に係る四半期純利益(千円) 68,226 58,356

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 19,700 19,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―
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(重要な後発事象)

当第２四半期会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

１　平成23年８月22日の当社取締役会において、コンシダレット株式会社よりゲオＦＣ店舗の一部を譲

り受けることに関する決議をいたしました。

(1)　企業結合の概要

①　相手先企業の名称及び取得した事業の内容

　　相手先企業　コンシダレット株式会社

　　事業の内容　ゲオショップ事業

②　企業結合を行った主な理由

平成22年11月よりゲオショップ事業へ進出し、事業の多角化に取り組むことで、収益の増大と安

定、景気変動等による業績への影響リスクの低減と財務基盤の安定が図れるものと判断してお

り、今後さらに加速するために、２店舗を譲り受けることにいたしました。

③　企業結合日

　平成23年９月１日

④　企業結合の法的形式

　事業譲受

 

(2)　取得した事業の原価及びその内訳

取得の対価　現金　164,079千円

取得原価　　　　　164,079千円

 

(3)　発生の見込まれるのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①　発生の見込まれるのれんの金額

110百万円

②　発生原因

今後の事業展開により期待される超過収益力であります。

③　償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

　
２　平成23年９月29日の当社取締役会において、有限会社ブライトよりゲオＦＣ店舗の一部を譲り受け

ることに関する決議をいたしました。

(1)　企業結合の概要

①　相手先企業の名称及び取得した事業の内容

　　相手先企業　有限会社ブライト

　　事業の内容　ゲオショップ事業

②　企業結合を行った主な理由

有限会社ブライトが運営するゲオショップＦＣ店のうち２店舗を平成24年６月に譲り受けるこ

とによって、来期(平成25年２月期)以降、ゲオショップ事業８店舗の売上比率が50％程度に高ま

り、当社の成長戦略に適うことになるため、当該契約を締結することといたしました。

③　企業結合日

　平成24年６月１日

④　企業結合の法的形式
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　事業譲受

 

(2)　取得した事業の原価及びその内訳

取得の対価　現金　108,921千円

取得原価　　　　　108,921千円

 

(3)　発生の見込まれるのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①　発生の見込まれるのれんの金額

　58百万円

②　発生原因

　今後の事業展開により期待される超過収益力であります。

③　償却方法及び償却期間

　５年間にわたる均等償却

　
(リース取引関係)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月７日

株式会社アークコア

取締役会  御中

　

監査法人コスモス

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    富    田    昌    樹    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    新    開    智    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アークコアの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第８期事業年度の第２四半期会計期間(平

成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アークコアの平成22年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月12日

株式会社アークコア

取締役会  御中

　

監査法人コスモス

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    富    田    昌    樹    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    新    開    智    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アークコアの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの第９期事業年度の第２四半期会計期間(平

成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アークコアの平成23年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
追記情報

１．「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は、第

１四半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

２．「重要な後発事象」に記載されているとおり、会社はゲオ事業の譲り受けに関する決議を行っている。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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